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　４月から始める「第六次前橋市総合計画」。ここでは、主な重点施策や新
規事業などについて、６つの分野別にそれぞれ紹介します。（○は新規事業）
　４月から始める「第六次前橋市総合計画」。ここでは、主な重点施策や新
規事業などについて ６つの分野別にそれぞれ紹介します （○は新規事業）

どんなところに使われるの？

快適で暮らしやすいまちづくり

良好な都市基盤整備、円滑な都市交通網の構築、安全で安心して暮
らせるまちづくりの推進など
　土地区画整理事業 71億1,360万円
　市営住宅の整備 3億5,710万円
　道路の新設改良 35億2,279万円
○木造住宅耐震改修の補助 300万円
　農産物安全安心推進事業　 257万円
　水道施設の計画的な整備　 8億4,846万円

恵み豊かな自然と共生するまちづくり

人と自然が共生する快適環境の創造、環境への負荷が少ない循環型
社会を形成、地域でつくる環境保全活動の推進など
　全国都市緑化ぐんまフェアの開催 2億1,392万円
○駒形周辺地区整備事業 1,300万円
　斎場整備 11億3,312万円
　農業集落排水処理施設の整備 8億   898万円
　有価物集団回収事業によるリサイクルの推進 1億   604万円
　ごみの減量・資源化啓発事業  391万円

地域資源を活かした活力あるまちづくり

活気ある商工業の実現、にぎわい空間の創出、力強い農業の推進、
地域の特性を活かした観光・物産の振興など
　中小企業設備資金融資 10億9,543万円
　企業誘致促進 2億2,000万円
　勤労者生活資金等の貸付 9億2,685万円
　商店街空洞化対策（中心市街地） 2,150万円
○家畜飼料高騰緊急対策事業 600万円
○遊休農地再生支援事業　 500万円

豊かな心を育むまちづくり

豊かな人間性を培う社会教育の推進、共に学び合い考える力を育む
学校教育の推進、個性と創造性あふれる地域文化の振興など
○総社公民館整備事業 500万円
　子ども読書活動 4,702万円
　特色ある学校づくり推進事業 3,683万円
　学校支援員等の増員 1億4,342万円
○下増田運動広場整備事業　 10億9,933万円
　～マンドリンのまち前橋～朔太郎音楽祭2008 300万円

市民協働のまちづくり

市民力・地域力を活かした市政運営、経営感覚を持った行財政運営
の推進、情報がひびきあうまちづくりなど
地域づくり推進事業 720万円
農村環境保全向上活動の拡大 2,400万円
中核市移行に向けた取組 3,363万円
前橋市・富士見村合併協議会の運営 588万円
まえばし市民ネットワークシステム（SNS）の運営 290万円
統合型ＧＩＳ整備事業　 7,376万円

個々が光り輝くまちづくり

市民の健康を増進、安心して子育てできる環境の整備、生き生きと
暮らせる高齢化社会の実現、障害のある人への自立支援など
　妊婦健診補助事業 8,456万円
○こんにちは赤ちゃん事業 113万円
　福祉医療費支給事業 24億6,830万円
　児童クラブの整備　 1億7,263万円
　高齢者福祉サービスの充実 4,585万円
　障害者自立支援介護給付費、訓練等給付費 20億  400万円
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新たな市営住宅（広瀬第五団地）

市民の憩いの場（前橋公園）

工業団地（五代南部）

朔太郎音楽祭（昨年）

花いっぱい運動（南橘地区）

みんなで楽しく（かつやま児童クラブ）

出ていくお金
食費 158万円(19%)
（人件費） 

医療費・保険料 119万円(14%)
（扶助費）

ローン返済 110万円(13%)
（公債費） 

光熱費・被服費 89万円(11%)
（物件費）

自宅修繕・車購入 155万円(18%)
（投資的経費・維持補修費）

クラブ活動費 85万円(10%)
（補助費など）
子どもへの仕送り 40万円(5%)
（繰出金）

貯金など 86万円(10%)
（積立金など）

合　計 842万円　　　　

入って来るお金

年収 500万円(59%)
（市税、使用料、その他）

預金引き出し 24万円(3%)
（繰入金のうち基金繰入金）

親からの仕送り 233万円(28%)
（国・県支出金、交付税、譲与税など）

ローン借り入れ 85万円(10%)
（市債）

合　計 842万円　　　

　※歳入を年収500万円として
　　各経費を算出しています。
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